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1. 豆腐柏培基にJ:るイエバエの大星飼育過程においてみられる容田の

広さと餌の長さの関係について (殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育に

かんする諸問題 誇23報) 長 沢 純 夫 ･岸 野 見 知 子･･･
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育にかんする諮問屈 筋24乾) 長 沢 純 夫 .梓 野 見 知 子- ･--･･10
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の飼育にかんする諸問題 煎25報) 長 沢 純 夫 ･岸 野 見 知 子･･････････16
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太 田 悦 郎
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後藤共成･牟田一郎 ･佐藤六郎･･････････-39
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後塵兵康 ･牟田一郎 ･佐藤六郎･･- ･･･････34
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佐 藤 六 郎 ･上 島 俊 治-･･-- ･36
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.(樟脳誘導体の殺虫効力に関する研究 第7鞍)

太 田 蟹･･--･-･･･････--････-4.0

10. ハt)ガネムシの飼育におけろ温度 ･含水星の彫笹 (ハ1)ガネムシに

関する研究 錯16報) 吉 田 正 義 ･野 上 隆 史-･･･-･･･43
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